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はじめに 

 キジラミ類は半翅目 (カメムシ目) キ

ジラミ上科に属する昆虫で，コナジラミ

類，アブラムシ類，カイガラムシ類ととも

に腹吻群を構成し，有用植物に対する害

虫種も多く知られている (井上 2003) ．

アオギリオオキジラミ Carsidara limbata 

(Enderlein, 1926)は，アオイ科のアオギリ

Firmiana simplex (L.) W.F.Wight を寄主

植物とする大型 (体長 3.2～3.9mm，翅端

まで 5.9～7.0mm) のキジラミで (宮武 

1988) ，国内では本州，四国，九州から知

られている (井上 2014) ．国内における

採集は 1950 年代からあるものの 

(Miyatake 1981) ，本州や九州において本

種が確認されるようになったのは2010年

代になってからであること (Cho et al. 

2016，宮武・井上 2016) ，植栽されたア

オギリで確認されることから，本種が他

の産地から移入された可能性も指摘され

ている (宮武・井上 2016) ． 

 筆者らは 2023 年秋，これまで記録がな

いとみられる熊本県内の複数箇所におい

て本種を確認したので，以下の通り報告

する．なお，本種はアオギリの新梢や葉裏

に幼虫が群生し，白い綿状のワックスを

分泌するためよく目立つが  (宮武 

1988) ，ワックスに覆われることで正確

に個体数を把握することが困難であった

ため (図 1) ，確認地点ごとの生息状況

は定量化しなかった． 

 

確認記録 

アオギリオオキジラミ   Carsidara 

limbata (Enderlein, 1926) (図 2)  

熊本県熊本市中央区京町 1 丁目，30-IX-

2023，安田確認；12-XI-2023，安田確認 

熊本県熊本市南区護藤町，1-X-2023，安田

確認；3-XI-2023，安田確認・2♂3♀採集 

熊本県熊本市東区江津 1丁目，3-X-2023，

安田確認 

                              
2023年 12月8日受付 2024年2月28日受理 
＊１熊本県宇城市松橋町豊福１６９５ 

 

図 1アオギリオオキジラミの分泌するワックス 

 (宇城市三角町三角浦) 

 

図 2 アオギリオオキジラミ成虫  

(標本登録番号NB15-12387：スケールは 1mm) 
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熊本県熊本市中央区黒髪 3丁目，3-X-2023，

安田確認 

熊本県熊本市中央区中唐人町，10-X-2023，

安田確認 

熊本県宇城市三角町三角浦，18-X-2023，

中薗確認・1♂1♀採集 

熊本県宇土市古保里町，3-XI-2023，中薗

確認 

熊本県熊本市南区川尻 4 丁目，3-XI-2023，

安田確認 

 

 今回の調査で本種が確認された 8 地点 

(熊本市 6 ヵ所，宇土市 1 ヵ所，宇城市 1

ヵ所) を図3に示した．採集した成虫は，

井上 (2014) や宮武 (1988) などを参照

し，主に前翅の脈相から本種と同定した．

その後全て乾燥標本とし， 熊本県博物館

ネットワークセンターに収蔵した (標本

登録番号 NB15-12385～NB15-12391) ． 

筆者らが成虫を確認したのは10月中旬か

ら 11月中旬であったが，井上 (2014) に

よると本種の成虫出現時期は「5月～翌春」

で，「成虫越冬」となっていることから，

その出現時期はかなり長期にわたるよう

である． 

本種の寄主植物であるアオギリは，国外

では中国や台湾，国内では本州 (伊豆半

島，紀伊半島) ，四国 (愛媛県，高知県) ，

九州 (大隅半島) ，南西諸島に自生し，

また街路樹として植栽されている (米倉 

2017) ．『熊本県植物誌』 (熊本記念植物

採集会編 1969) には「各地に栽植され」

とあることから，本県内にはアオギリの

自生地はなく，全て植栽あるいは植栽由

来とみられる．  

 筆者らの調査では，アオギリは平野部

のみに見られ，熊本市内に多かった．明ら

かに街路樹として植栽された場所もあっ

たが，植栽されたとは考えにくい場所に

も分布していた．熊本市以外ではアオギ

リは少なく，1ヵ所あたりの生育数も 1～

数株程度であったが，そのような場所で

もアオギリオオキジラミは確認された．

今後さらにアオギリの調査が進めば，県

内の広い範囲で本種が確認されるだろう．

なお，図 3 にはアオギリオオキジラミが

確認できなかったアオギリの生育地点は

示していない．これは，街路樹など場所に

よっては，筆者らの調査以前に，消毒によ

りアオギリオオキジラミの定着が阻害さ

れている可能性があるためである． 
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